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警 告

分解禁止

分解や改造はしないでください。
故障の原因となります。

禁　止

衝撃を与えないでください。
故障の原因となります。

ガス機器の不完全燃焼によるCOが発生したときは
快適環境おしらせ・CO検知部周
囲のCOが規定濃度以上になると
作動します。
低濃度のときは注意報が作動し、
高濃度になると警報が作動しま
す。（低濃度が約5分間継続した
場合も警報が作動します。）

注意報

警報

2.	各部のなまえとはたらき 3.	ガス警報機能

①	LPガス検知部および点検位置
	 LPガスを検知します。また点検ガスを注入する部分です。
②	交換期限表示
	 警報器の交換期限が表示されています。
③	緑（電源）ランプ
	 通常は点灯しています。
	 LPガス検知・警報部および快適環境おしらせ・CO検知部が故障して
いるときに高速点滅します。

④	赤（ガス警報）ランプ／黄（CO警報）ランプ
	 LPガスを検知すると赤ランプが点灯します。
	 COを検知すると黄ランプが点滅または点灯します。
⑤	警報停止スイッチ
	 ガス漏れ警報中やCO注意報が5分継続からの警報中にスイッチを押す
と、警報音を約1分間停止することができます。

⑥	警報スピーカー
	 ガス、COを検知すると警報音が鳴ります。
⑦	電源プラグ
	 消費電力が1490W以下の電気製品を接続できる予備コンセント付き
です。コード長さは2.5mです。

⑧	検定合格証
	 高圧ガス保安協会の検定に合格した商品であることを証明しています。
⑨	緑（お知らせ）ランプ
	 通常は消灯しています。
	 快適環境おしらせ・CO検知部が故障や電池切れ、無線通信エラーをし
ているときに点滅します。

⑩	黄（CO警報）ランプ
	 COを検知すると点滅します。
⑪	快適環境おしらせランプ
	 乾燥おしらせは青ランプが、熱中症おしらせは橙ランプが点滅します。
⑫	CO検知部
	 COを検知します。
⑬	点検スイッチ
	 LPガス検知・警報部との無線通信状態や快適環境おしらせ・CO検知
部のランプ点滅時の音声確認をするときなどに使用します。

このたびは、快適環境おしらせガス・CO
警報器(LPガス用)をお買い求めいただき
ありがとうございます。
ご使用になる前に、この取扱説明書を最
後までお読みいただき、正しくお使いくだ
さい。
お読みになった後は、お使いになる方がい
つでも見られるところに、必ず保管してく
ださい。
なお、万一、本書を紛失されたときは、お買
い求めの販売店にお問い合わせください。

取扱説明書	[保証書付 ]

快適環境おしらせ
ガス・CO警報器（LPガス用）
型式		XC-701

●	このLPガス検知・警報部はプロパンガス、ブタンガスなどの液化石油ガス（以下LPガス）を検知します。また、
快適環境おしらせ・CO検知部はLPガス燃焼機器による不完全燃焼排気ガスを検知します。都市ガスをご使
用のご家庭には、都市ガス用のガス警報器を設置してください。

●	酸素欠乏による中毒防止用ではありません。
●	ガスもれの発生を未然に防止する装置ではありません。ガスもれなどによる損害については、責任を負いかね
ますのでご了承ください。

●	ガス検知部にガスが到達しないときは、警報機能が働きません。
●	本機にはマイコンメータなど外部機器と連動させる外部出力機能はありません。
●	熱中症おしらせは、快適環境おしらせ・CO検知部周囲の環境条件から熱中症注意の目安を示し体調管理な
どにお役立ていただくもので、熱中症を防止できるものではありません。

●	乾燥おしらせは、快適環境おしらせ・CO検知部周囲の環境条件から空気の乾燥をお知らせし健康管理など
にお役立ていただくもので、乾燥によるインフルエンザなどを防止できるものではありません。

1. 安全上のご注意
ご使用前に必ずお読みいただき、お客さまや他の人々への危害や損害を未然に防止するために、必ずお守りください。
注意事項は、誤った取り扱いによる危害や損害の程度を、以下の表示で区分しています。 

危 険 誤った取り扱いをすると｢死亡または重傷を負う危険が切迫して生じる場合が想定される｣内容を示
します。

警 告 誤った取り扱いをすると｢死亡または重傷を負う可能性が想定される｣内容を示しています。

注 意 誤った取り扱いをすると「傷害を負う可能性および物的損害のみが発生する可能性が想定される」内
容を示しています。

絵表示の内容

｢必ず行う｣ ｢火気厳禁｣ ｢ぬれ手禁止｣ ｢水ぬれ禁止｣ ｢分解厳禁｣ ｢一般的な禁止｣

予備コンセントを
使用する場合は
警報器以外の電気製品を同時
にご使用になる場合は、LPガ
ス検知・警報部のプラグに付属
している予備コンセントを使用
することができます。

警 告
予備コンセントに複数の電気製品を接続しないでください。
火災のおそれがあります。接続できるのは1490W以下の電気製品、1台だけです。

LPガス検知・警報部の電源プラグに大きな力をかけないでください。
（例えば掃除機などの移動して使用する電気製品を接続することや、頻繁に抜き差しすることはおやめください。）
他の電気製品を予備コンセントに接続する場合は、電気製品の電源スイッチを切ってから電源プラグの抜き差し
を行ってください。
感電のおそれがあります。

禁　止

禁　止

危 険
警報音が鳴っている間は、以
下の内容を必ず守ってくだ
さい。
爆発の恐れがあります。

マッチやライターなど、
火気を使わない。

換気扇、電灯、蛍光灯な
ど、電気製品のスイッ
チを入・切しない。

禁　止

電源プラグを抜かない。

禁　止

1		ドアや窓を開けて換気する。

2		ガス栓や器具栓を閉める。

3		ガスがなくなれば、警報音が鳴り
やむ。

 	【赤（ガス警報）ランプ消灯】

4		ガスもれの原因を点検する。
原因としては、煮こぼれ、ゴム管の外
れ、ゴム管の亀裂、ガス機器の立ち消
えなどが考えられます。

ガスコンセント接続の
場合、ガスコンセントか
らソケットをはずしてく
ださい。

ガスのもれとガス機器の不完全燃焼によるCOが	
同時に発生したときは

警報器周囲のガスとCOが規定濃度以上になると作動します。

5.	ご使用方法 6.	『ウーウーピッピッピッピッ	
ガスがもれていませんか』	
と鳴ったときの処置のしかた

①	LPガス検知・警報部の電源プラグをコンセントに差し込む。
	 LPガス検知・警報部の緑（電源）ランプが快適環境おしらせ・CO検知
部と無線通信確立まで最大2分間点滅します。

②	LPガス検知・警報部の緑（電源）ランプが点滅している間に、快適環境
おしらせ・CO検知部の起動プラグを押し込む。

	 快適環境おしらせ・CO検知部の緑（おしらせ）ランプが点滅を開始し、
無線通信の確認を行います。

③	約30秒後に「警報器正常です　電波が受信できています」と鳴り、LP
ガス検知・警報部の緑（電源）ランプが点灯し、警報器は監視状態に入
ります。

	 快適環境おしらせ・CO検知部の緑（おしらせ）ランプは電源投入から
約30秒後に消灯します。	

起動プラグ

押し込む

緑（電源）ランプ
点滅→点灯

緑（おしらせ）ランプ
点滅→消灯

ガスがもれたときは
LPガス検知・警報部周囲のガス
が規定濃度以上になると作動し
ます。

交換期限が過ぎたときは
交換期限を過ぎるとLPガス検知・警
報部の緑（電源）ランプがゆっくり点
滅♯1し、LPガス検知・警報部の警報
停止スイッチまたは快適環境おしら
せ・CO検知部の点検スイッチを押
すと、「交換期限が過ぎています　
販売店に連絡してください　電波が
受信できています」と鳴ります。
※販売店に連絡してください。
♯1	ゆっくり点滅
	 ランプが消灯から点灯、点灯から消灯へ連続的にゆっくり変化します。

故障しているときは
故障が発生すると、下記3種類の警報音でお知らせします。
※販売店に連絡してください。

【LPガス検知・警報部が故障】
LPガス検知・警報部の緑ランプが高
速点滅し「ピッピッピッ　警報器故障
です」が鳴ります。その後に約50秒
おきに「ピッピッピッ」音がなります。
LPガス検知・警報部の警報停止ス
イッチを押すと、「ピッピッピッ　警
報器故障です　電波が受信できています」と1回お知らせします。以降
「ピッピッピッ」音は36時間停止します。
快適環境おしらせ・CO検知部の点検スイッチを押すと「ピッピッピッ　警
報器故障です　電波が受信できています」と1回お知らせします。「ピッ
ピッピッ」音は停止しません。

【快適環境おしらせ・CO検知部が故障】
LPガス検知・警報部の緑ランプが高
速点滅し、快適環境おしらせ・CO検
知部の緑ランプが10秒に3回点滅
します。そのとき、「ピッピッピッ　	
CO検知部が故障しています」が
鳴ります。その後に約50秒おきに
「ピッピッピッ」音がなります。
LPガス検知・警報部の警報停止ス
イッチを押すと、「ピッピッピッ　
CO検知部が故障しています　電波が受信できています」と1回お知ら
せします。以降「ピッピッピッ」音は36時間停止します。
快適環境おしらせ・CO検知部の点検スイッチを押すと「ピッピッピッ　
CO検知部が故障しています　電波が受信できています」と1回お知らせ
します。「ピッピッピッ」音は停止しません。

【どちらも故障】
LPガス検知・警報部の緑ランプが高
速点滅し、快適環境おしらせ・CO検
知部の緑ランプが10秒に3回点滅し
ます。そのとき、「ピッピッピッ　警
報器故障です　CO検知部が故障し
ています」が鳴ります。その後に約50
秒おきに「ピッピッピッ」音がなりま
す。
LPガス検知・警報部の警報停止ス
イッチを押すと、「ピッピッピッ　警報器故障です　CO検知部が故障
しています　電波が受信できています」と1回お知らせします。以降「ピッ
ピッピッ」音は36時間停止します。
快適環境おしらせ・CO検知部の点検スイッチを押すと「ピッピッピッ　
警報器故障です　CO検知部が故障しています　電波が受信できていま
す」と1回お知らせします。「ピッピッピッ」音は停止しません。

緑ランプ
高速点滅

緑（おしらせ）ランプ
10秒に3回点滅

緑ランプ
高速点滅

緑（おしらせ）ランプ
10秒に3回点滅

快適環境おしらせ・CO検知部の電池が切れたときは
快適環境おしらせ・CO検知部の電
池の電圧が低下すると、快適環境お
しらせ・CO検知部の緑（おしらせ）ラ
ンプが10秒おきに1回点滅し、LPガ
ス検知・警報部の緑（電源）ランプも
点滅します。
このとき、「ピッ　CO検知部が電池
切れです」と1回お知らせします。
その後に約50秒おきに「ピッ」音で
お知らせします。
LPガス検知・警報部の警報停止スイッチを押すと、「ピッ　CO検知部
が電池切れです　電波が受信できています」と1回お知らせします。以降
「ピッ」音は36時間停止します。
快適環境おしらせ・CO検知部の点検スイッチを押すと、「ピッ　CO検知
部が電池切れです	電波が受信できています」と1回お知らせします。「ピッ」
音は停止しません。
※販売店に連絡してください。

緑ランプ
点滅

緑ランプ
10秒に1回点滅

高圧ガス保安協会検定合格品

LPガス検知・警報部 快適環境おしらせ・CO検知部

【LPガス検知・警報部】 【快適環境おしらせ・CO検知部】

4.	その他の機能

緑ランプ
ゆっくり点滅

※	LPガス検知・警報部の緑(電源)ランプが点滅している間に、快適環境お
しらせ・CO検知部の電源がON状態にならないと無線通信エラーとな
り「ピッピッピッ電波が受信できていません」と鳴ります。

	 無線通信エラーになった場合は、快適環境おしらせ・CO検知部の点検
スイッチを押して無線通信が正常になることを確認してください。

※	警報器が故障の場合は、「ピッピッピッ警報器故障です」が鳴ります。
	 販売店に連絡してください。

C
O

CO

無線通信エラーしているときは
【無線通信エラー】
LPガス検知・警報部の緑ランプが高
速点滅し、快適環境おしらせ・CO検
知部の緑ランプが10秒に3回点滅し
ます。そのとき、「ピッピッピッ　電
波が受信できません」が鳴ります。そ
の後に約50秒おきに「ピッピッピッ」
音がなります。
LPガス検知・警報部の警報停止ス
イッチを押すと、上記通信エラーメッ
セージを1回お知らせします。以降
「ピッピッピッ」音は36時間停止しま
す。

鳴動原因表示機能
過去10日間に警報器が動作したかどうかを確認することができます。
LPガス検知・警報部の警報停止スイッチを約1秒間押すと、過去10日以内
で最後に行なった警報器の動作を、下表のランプ表示（LPガス検知・警報
部側）でお知らせします。
※	LPガス検知・警報部の電源を投入してから約25分以内に起こった警
報器の動作の履歴は表示しません。
過去の警報器の

動作
ランプ（LPガス検知・警報部側）

緑(電源) 黄(CO警報) 赤(ガス警報)
LPガス警報 消灯 消灯 1秒点灯
CO警報 消灯 1秒点灯 消灯
故障警報 1秒間に3回点滅 消灯 消灯

緑ランプ
高速点滅

緑ランプ
10秒に3回点滅

緑ランプ
点灯

赤ランプ
点灯

緑ランプ
高速点滅

黄ランプ
5秒に1回点滅

ウーウーピッポッピッポッ
空気が汚れて危険です

窓を開けて換気してください

緑ランプ
点灯

緑ランプ
点灯

黄ランプ
点滅

黄ランプ
点滅

黄ランプ
1秒に1回点滅

ウーウーピッポッピッポッ
空気が汚れて危険です

窓を開けて換気してください

緑ランプ
点灯

黄ランプ
点灯

黄ランプ
5秒に1回点滅

5分後

ウーウーピッポッピッポッ
空気が汚れて危険です

窓を開けて換気してください

ウーウー
ピッピッピッピッ

ガスがもれていませんか 交互に鳴る

緑ランプ
点灯

赤ランプ・
黄ランプ
交互点滅

黄ランプ
5秒に1回点滅
または1秒に1回点滅

③

⑥

④

⑤

⑧

①

②

⑦

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

②
⑧

禁　止

電源電圧AC100V以外で使用しないでください。
過電圧を加えると過熱し、火災の原因になるおそれがあります。

必ず行う

LPガス検知・警報部の電源プラグや、予備コンセントに接続する
ほかの電気製品の電源プラグは、コンセントの奥まで確実に差し込
んでください。
感電・ショート・発煙・発火や、電源プラグ部分の過熱による焼損
のおそれがあります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししたり、予備コンセントを触ったり
しないでください。
感電するおそれがあります。

警報器や電源プラグ（予備コンセントを含む）を水につけたり、水
をかけたりしないでください。
感電・ショート・発煙・発火のおそれがあります。

禁　止

警報器をお手入れするとき以外は、電源プラグを抜かないでくだ
さい。
ガスもれが発生しても警報を発しません。

禁　止

LPガス検知・警報部に耳を近づけて、警報音を聞かないでください。
聴力障害などの原因になるおそれがあります。

禁　止

LPガス検知・警報部の電源プラグに大きな力をかけないでくだ
さい。
電源プラグやコンセントが破損するおそれがあります。

禁　止

取付位置を移動させないでください。
警報の遅れの原因となります。
取付位置を変える必要が生じたときは、販売店に連絡してくだ
さい。

禁　止

LPガス検知・警報部の近くでラジオなどを使用しないでください。
ラジオなどにノイズ（雑音）が入ることがあります。
LPガス検知・警報部から距離を離してお使いください。

禁　止

警報器の前に物を置いたり、取り付けたりしないでください。
警報の遅れの原因となります。

注 意

ウーウー
ピッピッピッピッ
ガスがもれて
いませんか

警 告
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熱中症について
熱中症とは、高温環境下で、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバランス
が崩れたり、体内の調整機能が破綻するなどして、発症する障害の総称です。

■ 熱中症を引き起こす条件

	 ＜環境＞	 ＜からだ＞

激しい労働や運動によって
体内に著しい熱が産生される

暑い環境に体が充分に対応
できていない

・気温が高い
・湿度が高い
・風が弱い
・日差しが強い

熱中症を引き起こす可能性あり

熱中症予防のための水分補給について
■ 水分・塩分補給の目安
1	 日常生活における水分補給：	基本的に、不感蒸泄や発汗による水分の
補給が必要である。睡眠時、入浴時にも発汗する。就寝前、起床時、入浴前
後にコップ一杯（約200ml）の水分を補給する。

	 日中はコップ半分程度の水分を定期的に（1時間に1回程度）補給する。
のどの渇きを感じる前に水分補給を心掛ける。特に高齢者は口渇感等
の感覚が衰えており、十分に注意する必要がある。

2	運動時や作業時の補給：	水分の補給量は体重減少量の7～8	割程度
が目安となる。体重の2％以上の脱水を起こさないよう注意する。大量
に発汗する運動時や作業時には水分と同時に塩分補給が重要である。
0.2%程度の塩分を含む水分を補給するよう心掛ける。
作業前：	コップ1～2	杯程度の水分・塩分を補給する。
作業中：	コップ半分～1	杯程度の水分・塩分を20～30分ごとに

補給する。
作業後：	30分以内に水分・塩分を補給する。

3	飲酒時の補給：	アルコールは利尿作用が強く、飲酒量以上の水分を排
泄するので、飲酒後は、水分を十分に補給する。

4	空調装置使用時の補給：	室内は空気が乾燥することから、気がつかな
いうちに脱水が生じる。こまめに水分を補給する。

	 出典：日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針」Ver.3より

熱中症予防指針
熱中症は気温が低くても、湿度が高くなると危険性が高くなります。日常生
活における熱中症予防指針では、熱中症指標（WBGT）として「危険」、「厳
重警戒」、「警戒」、「注意」の4通りで危険度をランク分けしています。

■ 日常生活における熱中症予防指針
温度基準
（WBGT）

注意すべき
生活活動の目安 注意事項

危険
（31℃以上） すべての生活活動

でおこる危険性

高齢者においては安静状態でも発生する危険
性が大きい。外出はなるべく避け、涼しい室
内に移動する。

厳重警戒
（28～31℃）

外出時は炎天下を避け、室内では室温の上昇
に注意する。

警戒
（25～28℃）

中等度以上の生活
活動でおこる危険性

運動や激しい作業をする際は定期的に充分に
休息を取り入れる。

注意
（25℃未満）

強い生活活動で
おこる危険性

一般に危険性は少ないが激しい運動や重労働
時には発生する危険性がある。

※	（28～31℃）及び（25～28℃）については、それぞれ28℃以上31℃未満、
25℃以上28℃未満を示します。

出典：日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針」Ver.3 より

■ 熱中症指標（WBGT）と気温、湿度の関係
相対湿度（％）

20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100
40 29 30 31 32 33 34 35 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44
39 28 29 30 31 32 33 34 35 35 36 37 38 39 40 41 42 43
38 28 28 29 30 31 32 33 34 35 35 36 37 38 39 40 41 42
37 27 28 29 29 30 31 32 33 35 35 35 36 37 38 39 40 41
36 26 27 28 29 29 30 31 32 33 34 34 35 36 37 38 39 39
35 25 26 27 28 29 29 30 31 32 33 33 34 35 36 37 38 38
34 25 25 26 27 28 29 29 30 31 32 33 33 34 35 36 37 37
33 24 25 25 26 27 28 28 29 30 31 32 32 33 34 35 35 36
32 23 24 25 25 26 27 28 28 29 30 31 31 32 33 34 34 35
31 22 23 24 24 25 26 27 27 28 29 30 30 31 32 33 33 34
30 21 22 23 24 24 25 26 27 27 28 29 29 30 31 32 32 33
29 21 21 22 23 24 24 25 26 26 27 28 29 29 30 31 31 32
28 20 21 21 22 23 23 24 25 25 26 27 28 28 29 30 30 31
27 19 20 21 21 22 23 23 24 25 25 26 27 27 28 29 29 30
26 18 19 20 20 21 22 22 23 24 24 25 26 26 27 28 28 29
25 18 18 19 20 20 21 22 22 23 23 24 25 25 26 27 27 28
24 17 18 18 19 19 20 21 21 22 22 23 24 24 25 26 26 27
23 16 17 17 18 19 19 20 20 21 22 22 23 23 24 25 25 26
22 15 16 17 17 18 18 19 19 20 21 21 22 22 23 24 24 25
21 15 15 16 16 17 17 18 19 19 20 20 21 21 22 23 23 24

WBGT値 注意
25℃未満

警戒
25～28℃

厳重警戒
28～31℃

危険
31℃以上

出典：日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針」Ver.3 より

気
温
（
℃
）（
乾
球
温
度
）

■ 特に注意を要する事項

1	 幼児・学童は体温調節機能が未発達であり、適切な水分・塩分の補給は保
護者によって行われるため、保護者の対応が不適切になると発症しやすい。

2	65歳以上の高齢者、特に75歳以上の後期高齢者は発汗能や口渇感等、
体温調節機能が低下する。このために熱中症を発症しやすい。

3	肥満者は、より体温が上昇しやすい傾向にあるため、熱中症を発症しやす
い。

4	仕事や運動（スポーツ）に無理をしすぎる人、頑張りすぎる人は熱中症を
発症しやすい。

5	基礎疾患（高血圧、心疾患、慢性肺疾患、肝臓病、腎臓病、内分泌疾患な
ど）のある人、寝たきりの人。熱中症の発症を助長する以下のような薬を
服用している人。

	 抗コリン作用のある薬（鎮痙薬＊、頻尿治療薬＊、パーキンソン病治療薬＊、
抗ヒスタミン薬、抗てんかん薬、睡眠薬・抗不安薬、自律神経調節薬、抗
うつ薬、β	遮断薬、ある種の抗不整脈薬、麻薬）は発汗抑制を来たす可能
性がある。利尿剤は脱水を来たしやすい。

	 興奮剤・覚せい剤は代謝を亢進させる。多くの抗精神病薬＊は体温調節
中枢を抑制する可能性がある。
＊	医薬品添付文書に、「発汗（あるいは体温調節中枢）が抑制されるため、
高温環境では体温が上昇するおそれがある」との記載のあるもの。

6	発熱、下痢、二日酔い等、体調不良の場合は発症しやすい。
7	農作業、安全対策作業等で厚着、安全服等で全身を覆う場合。
8	急激に高温となった場合（例えば6	月以前）。また、日常生活で高温暴露
の経験が少ない場合、旅行や移動（涼しい場所から高温の場所へ）の場
合および気象変化などで急激に高温となった場合など。

	 出典：日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針」Ver.3より

8.	『ウーウーピッピッピッピッ	ガスがもれて	
いませんか』と『ウーウーピッポッピッポッ		
空気が汚れて危険です	窓を開けて換気して
ください』が交互に鳴ったときの処置のしかた

危 険
警報音が鳴ったら、
すぐに換気し、
使用中のガス機器を
止める。
CO濃度が上昇し、短時
間で生命に危険をおよ
ぼす恐れがあります。

7.	『ウーウーピッポッピッポッ	空気
が汚れて危険です	窓を開けて換気
してください』と鳴ったときの処置のしかた

9. 部屋の外から警報音に気づいたときは
危 険

警報音が鳴っている間は、部屋の外から、
すぐに入室しないでください。
爆発やCO中毒のおそれがあります。

禁　止

1		部屋に入らない。
ドアや窓を開けて換気してください。

2		ガスメータ近くのメータガス栓を閉める。
メータガス栓を開けるときは販売店にご連絡
ください。

3		ガスがなくなれば、警報音が停止する。

1		ドアや窓を開け、しばらく
換気を続ける。

2		警報器周囲のガスが規定
濃度以下になると、ランプ
の点滅や警報音が止まる。

ガスやCO以外の空気の汚れで、警報音が鳴ったときは

〈警報音を止めたいとき〉
LPガス検知・警報部の警報停止ス
イッチを押すと、
●	ガス警報の警報音は1回だけ1分
間止めることができます。

●	CO警報は、黄（CO警報）ランプ
が点滅しCO警報音が鳴ってい
る場合のみ、警報音を1回だけ1
分間止めることができます。

※	警報器周囲のガスとCOが規定濃
度以下になっていない場合、停止
時間経過後に再び警報音を発し
ます。

14.	故障かな？と思ったら
こんなときは ここを確認して こう処置してください

快適環境おしら
せ・CO 検 知 部
が 10 秒に 1 回
点滅
お よ び LP ガ ス
検知・警報部の
緑（電源）ランプ
が点滅してい る。

警報停止スイッチを操
作 し た と き、「ピッ　
CO検知部が電池切れ
です」のメッセージが
鳴る。

電池が消耗しています。
販売店にご連絡ください。

LP ガ ス 検 知・
警報部の緑（電
源）ランプが高
速 点 滅 し て い
る。

警報停止スイッチを操
作したとき、「ピッピッ
ピッ　警報器故障です」
のメッセージが鳴る。

警報器の故障が考えられます。
販売店にご連絡ください。

快適環境おしら
せ・CO 検 知 部
が 10 秒に 3 回
点滅
および LP ガス
検知・警報部の
緑（電源）ランプ
が高速点滅して
いる。

警報停止スイッチを操
作したとき、
・快適環境おしらせ・CO

検知部故障時
「ピッピッピッ　CO検
知部が故障しています」
のメッセージが鳴る。
・両方故障時
「ピッピッピッ　警報器
故障です	　CO検知部
が故障しています」の
メッセージが鳴る。

ガス、CO の発生
で は な い の に、
警報音が鳴る。

原因を調べてください。
（「異常がないのに警報
音が鳴ったり、ランプ
が点滅したときの処置
のしかた」を参照）

処置をしても警報音が鳴りや
まない場合は、警報器の故障が
考えらせます。
販売店にご連絡ください。

13. お手入れのしかた
注 意

お ね が い

●	お手入れするときは、警報器の内部に水が入らないように注意してください。
●	アルカリ性洗剤、塩素系漂白剤、ベンジン、シンナー、アルコールなどを
使うと、警報器本体の表面を傷めることがありますので使用しないで
ください。

●	中性洗剤などを使ったときは、警報器本体の表面に傷がついたり、しば
らくランプが点灯したり、警報音が鳴りやまないことがあります。

LPガス検知・警報部をお手入れするときは、必ず電源プラグを抜
いてください。
感電やけがの原因となります。

電源プラグにほこりが付着している場合は、ほこりを取り除いて
ください。
火災の原因となります。

〈取り外しかた〉
快適環境おしらせ・CO検知部を持
ち上げて矢印の方向へ取り外す。

持ち上げて
取り外す

取付
フック

■取付フックの場合

〈確認〉
快適環境おしらせ・CO検知部が
確実に固定されていることを確認
してください。

■木ねじの場合

〈注意〉
快適環境おしらせ・CO検知部を強
く引っ張ると取り付けている木ね
じが抜けたり、木ねじから快適環境
おしらせ・CO検知部が外れたりし
て、落下する恐れがあります。

〈取り外しかた〉
木ねじを
ゆるめる

持ち上げて
取り外す

〈取り付けかた〉

1		取付板にLPガス検知・警報部を取り付ける。

2		電源コードをコード振れ止めにはめ込む。
　			〈確認〉
LPガス検知・警報部が確実に固定されていることを確認してくださ
い。

はめ込む

コード振れ止め

電源コード

お手入れの際の警報器の取り付け・取り外し
【快適環境おしらせ・CO検知部】

【LPガス検知・警報部】
〈取り外しかた〉

1		電源コードをコード振れ止めから取り外す。
取り外す

電源コード

コード振れ止め

2		取付板からLPガス検知・警報部を取り外す。

お手入れ
●	警報器の表面が汚れた場合は、水または石けん水
で浸した布を、よくしぼってふき取ってください。
取り付ける前に警報器がぬれていないことを確
認してください。

●	電源プラグや取り付け面に付着したほこりをふき
取ってください。

●	ガス検知部に、ほこりやゴミがついていたら取り
除いてください。

お ね が い

ガスもれやCO発生ではなく、空気の汚れなどにより、赤（ガス警報）ラ
ンプが点灯・黄（CO警報）ランプが点滅・点灯したり、警報音声が鳴
る場合がありますが、すぐに鳴りやみますのでLPガス検知・警報部の
電源プラグは抜かないでください。

●	スプレー式殺虫剤やヘアスプレーなどを、警報器にかけていませんか。
●	芳香剤・香油（アロマオイル）などの濃いガスが警報器にかかっていま
せんか。

●	溶剤、シンナー、ベンジンなどを大量に使用していませんか。
●	フローリングのワックス、溶剤を含む接着剤を使用していませんか。
●	長時間、部屋を閉め切っていませんか。
●	みりんや酢などの調味料成分を含んだ蒸気が、警報器に大量にかかっ
ていませんか。

●	可燃性のガスなどを使用していませんか。
●	LPガス検知・警報部の通常の電圧範囲はAC100V±10Vです。それ以外
で使用していませんか。

●	換気が十分でない状態で、湯沸器を使用していませんか。
●	ガスコンロの着火ミスがありませんか。
●	自動車の排気ガスが室内にこもっていませんか。
●	炭火や練炭を使用していませんか。
●	換気扇を回さずに大鍋（業務用）で湯を沸かしていませんか。点火初期時
にCOが発生し、CO警報を発することがあります。

11.	快適環境おしらせ機能

熱中症おしらせ機能
快適環境おしらせ・CO検知部周囲の温度・湿度が規定値以上になると「厳
重警戒」「危険」の2段階でおしらせします。
≪お断り≫
●	温度、湿度の組み合わせから得られる目安を表示するものです。個人差、
体調により感じ方が異なる場合があります。

●	警報器から離れた場所や屋外は表示できません。
●	公的機関から発表される「注意」「警報」と一致しない場合があります。

乾燥おしらせ機能
警報器周囲の温度・相対湿度・絶対湿度が規定値以下になると「注意」「警
戒」の２段階でおしらせします。
≪お断り≫
●	絶対湿度や温度等から推測される季節性インフルエンザのウイルスの
生存しやすさを表示するもので、ウイルスの存在を断定するものではあ
りません。

●	新型インフルエンザには対応していません。
基準 ランプ表示 乾燥おしらせ動作 症状・対策

警戒
絶対湿度
［7g/m3以下］
温度
［30℃未満］
相対湿度
［40％以下］
（ただし、温
度15℃未満
は音声なし）

青点滅
（60秒に
1回）

点滅から6時間後
「ポーン　部屋が乾燥しないよう心がけ
ましょう」と鳴ります。
それ以降、環境湿度が「警戒」状態の間
は青ランプ点滅のみで音声は発しません。
※ この状態でスイッチを押すと乾燥お

しらせの音声が鳴動します。
※ 音声は LP ガス検知・警報部側で鳴

動します。

インフルエン
ザウイルスに
感染する危険
があります。
手洗い・うが
いを徹底し、
加湿器などを
使って、適切
な湿度（50～
60%）を保っ
てください。

注意
絶対湿度
［7g/m3以下］
相対湿度
［40％超］

青点滅
（60秒に
1回） ※ この状態でスイッチを押すと乾燥

おしらせの音声が鳴動します。
※ 音声は LP ガス検知・警報部側で鳴

動します。

インフルエン
ザウイルスに
感染する危険
が高まってい
ます。
適切な湿度を
心がけてくだ
さい。

●	快適環境おしらせ・CO検知部周囲が適切な湿度環境になるとおしらせ状態
は自動的に解除されます。

点滅

点滅

12.	点検方法
日常点検

●		日常点検は、LPガス検知・警報部のランプが緑色に点灯していること
を確認してください。	 	
ランプが点灯していないと、ガスもれが発生しても警報を発しません。	

●		1ケ月に1度、快適環境おしらせ・CO検知部の点検スイッチを押して
LPガス検知・警報部との無線通信の状態を確認してください。	 	
ご不明の場合は、販売店に連絡してください。

作動点検
警報器が正常に作動していることを確認するために、付属の点検ガス採取
器による点検を行ってください。
点検される際は、施工説明書の「ガス警報機能の点検」を確認してください。

お ね が い

●	点検ガス採取器は、お子様の手の届かない場所で保管してください。
●	ガスを注入しても警報音が鳴らないときは、「15.アフターサービ
ス」をお読みください。

●	点検ガスをかけ続けないでください。警報音が鳴りやまなくなること
があります。

10.	異常がないのに警報音が鳴ったり、
ランプが点滅したときの処置のしかた

15. アフターサービス
●	警報器に異常がある場合は、修理を依頼される前に「14．故障かな？と
思ったら」の項目、処置をご確認ください。処置をしても異常がある場合
は販売店に連絡してください。

●	添付の保証書に基づき、保証期間は警報器本体に表示された交換期限
の期限内となります。

	 万一異常が生じた場合は、速やかにお買い求めの販売店に連絡し保証
書をご提示ください。

	 保証書の記載内容に基づき、販売店が点検または交換いたします。
●	アフターサービスについて、ご不明の点がありましたら、販売店に連絡
してください。

●	引っ越しをされるときは、販売店に連絡してください。
●	警報器を交換する場合は、LPガス検知・警報部と快適環境おしらせ・
CO検知部の両方を交換してください。LPガス検知・警報部および快
適環境おしらせ・CO検知部の単独販売はできません。

16. 仕様
項目 仕様

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
警
報
機
能
・
Ｃ
Ｏ
警
報
機
能

対象ガス LPガス
不完全燃焼排気ガス中の一酸化炭素（CO）

検知方式 LPガス検知・警報部：熱線型半導体式
快適環境おしらせ・CO検知部：電気化学式

LPガス ガス
警報

作動条件 ＊爆発下限界濃度の1/100以上1/4以下
表示・	
発報方式

赤（ガス警報）ランプ点灯
音声合成音

応答時間 30秒以内

燃焼
排ガス	
中のCO

CO
警報

作動条件 注意報レベルを超えて550ppm以下

表示・
発報方式

LPガス検知・警報部：黄（CO警報）ランプ点灯
快適環境おしらせ・CO検知部：黄（CO警報）ランプ1秒に1回点滅
音声合成音

応答時間 5分以内

CO
注意報

作動条件 50ppmを超えて250ppm以下

表示・	
発報方式

LPガス検知・警報部：黄（CO警報）ランプ5秒に1回点滅	
快適環境おしらせ・CO検知部：黄（CO警報）ランプ5秒に1回点滅
5分経過後、音声合成音

応答時間 10分以内

快
適
環
境
お
し
ら
せ
機
能

熱中症
おしらせ

危険
作動条件 31℃以上（WBGT値）
表示・
発報方式

快適環境おしらせ・CO検知部：橙ランプ60秒に1回点滅
音声合成音

厳重
警戒

作動条件 28℃以上31℃未満（WBGT値）
表示・
発報方式

快適環境おしらせ・CO検知部：橙ランプ60秒に1回点滅
スイッチ押下時音声合成音

乾燥
おしらせ

警戒
作動条件

絶対湿度7g/m3以下
温度30℃未満
相対湿度40％以下

表示・
発報方式

快適環境おしらせ・CO検知部：青ランプ60秒に1回点滅
音声合成音（ただし、温度15℃未満は音声なし）

注意
作動条件 絶対湿度7g/m3以下

相対湿度40％超
表示・
発報方式

快適環境おしらせ・CO検知部：青ランプ60秒に1回点滅
スイッチ押下時音声合成音

共
通
仕
様

警報音量 70dB（A）/m以上

電源
LPガス検知・警報部：AC100V±10％、50/60Hz	
快適環境おしらせ・CO検知部：	専用リチウム電池（3V）	
CR175450E-N

消費電力、定格 LPガス検知・警報部：監視時約0.7Ｗ、警報時約1.1W	
快適環境おしらせ・CO検知部：DC3V、200mA

使用温度範囲
LPガス検知・警報部：－10℃～＋40℃
快適環境おしらせ・CO検知部：0℃～＋50℃(どち
らも結露しないこと）

寸法
LPガス検知・警報部：	幅85×高さ67×奥行き30
快適環境おしらせ・CO検知部：幅85×高さ100×
奥行き30（どちらも突起部を除く）

質量 LPガス検知・警報部：約205g	
快適環境おしらせ・CO検知部：約135g（電池を含む）

電源コード 長さ2.5m予備コンセント付プラグ

付属品

LPガス検知・
警報部

取付板×1、木ねじ（φ3.1×10mm）×4、
ピン×4、両面テープ×2、コード振れ止め×2

快適環境おしらせ・	
CO検知部 取付フック×1、ピン×3、取付ねじ（φ3.1×16mm）×1

その他 取扱説明書（保証書付）、施工説明書、点検ガス採取器
「警報器が鳴ったら」ステッカー、「快適ウォッチ」マグネットシート

無線 特定小電力無線（規格：ARIB	STD-T108、920MHz帯）
＊	爆発下限界	 	
爆発は、空気に対するガスの割合がある範囲になったときに起こる可能性があります。そ
の範囲を爆発限界といって、最高濃度を爆発上限界、最低濃度を爆発下限界といいます。

〈取り付けかた〉
快適環境おしらせ・CO検知部を木
ねじに引っ掛けて、木ネジを締め付
けて固定する。

〈取り付けかた〉
快適環境おしらせ・CO検知部を取
付フックに引っ掛ける。

取付
フック

乾燥について
湿度が低くなるとインフルエンザウイルスの繁殖は活発になります。加湿
器などで室内の湿度を調整しながら乾燥を防ぐことが必要となります。
■ 絶対湿度とインフルエンザ予測

絶対湿度
［11g/m3 以下］ インフルエンザの流行が始まる湿度
［7g/m3 以下］ インフルエンザの流行が大きくなる湿度

日本におけるインフルエンザの流行予測　地球環境Vol.8	No2,165-174（2003）より
・絶対湿度：空気中に含まれる水蒸気の量

■ 温度と湿度の管理について
冬

■ 冬は乾燥に注意
冬は乾燥しやすい季節です。乾燥した状態が続き、湿度が低くなるとインフル
エンザの繁殖が活発になります。加湿器などで室内を適度に調整しましょう。

夏
■ クーラー病に注意
ルームエアコンの普及により冷やしすぎが多いようです。冷やしすぎると
クーラー病にかかりやくなります。内気温と外気温の差は５℃前後が目安
です。冷やしすぎに注意しましょう。

内気温
外気温

温度差は
5℃前後
が理想

温度基準
（WBGT）

ランプ
表示 熱中症おしらせ動作 症状・対策

危険
（31℃
以上）

橙点滅
（60秒
に1回）

点滅から10分後
「ポーン　部屋がたいへん暑くなっていま
す風通しをよくし水分や塩分を取るように
しましょう　部屋がたいへん暑くなってい
ます風通しをよくし水分や塩分を取るよう
にしましょう　部屋がたいへん暑くなって
います風通しをよくし水分や塩分を取るよ
うにしましょう」と鳴ります。
橙ランプ点滅がさらに継続した場合、30分後
と60分後にも上記と同じフレーズが鳴ります。
それ以降は橙ランプ点滅のみで音声は発し
ません。
※	この状態でスイッチを押すと熱中症お
しらせの音声が鳴動します。

以降、音声は停止します。
※	音声はLPガス検知・警報部側で鳴動します。

熱中症の危険が
あります。
特別な場合以外
はすべての運動
を止めて、体温
の上昇に注意し、
十分な休息と水
分補給を行って
ください。

厳重警戒
（28～
31℃）

橙点滅
（60秒
に1回）※	この状態でスイッチを押すと熱中症お

しらせの音声が鳴動します。
※	音声はLPガス検知・警報部側で鳴動します。

熱中症の危険が高
まっています。
激しい運動は避け
て、積極的に休息
と水分補給を行っ
てください。

厳重警戒（28～31℃）については、28℃以上31℃未満です。
●	快適環境おしらせ・CO検知部周囲が適切な温度環境になるとおしらせ状態
は自動的に解除されます。

点滅

点滅

1		ドアや窓を開けて換気する。

2		ガス栓や器具栓を閉める。

3		ガスがなくなれば、警報音が鳴り
やむ。

 	【	赤（ガス警報）ランプ・	
	黄（CO警報）ランプ消灯】

4		ガスもれの原因を点検する。
原因としては、煮こぼれ、ゴム管の外
れ、ゴム管の亀裂、ガス機器の立ち消
えなどが考えられます。

ガスコンセント接続の
場合、ガスコンセントか
らソケットをはずしてく
ださい。

1		ドアや窓を開けて換気する。

2		ガス栓や器具栓を閉める。

3		ガスがなくなれば、警報音が鳴り
やむ。

 	【黄（CO警報）ランプ消灯】

ガスコンセント接続の
場合、ガスコンセントか
らソケットをはずしてく
ださい。

危 険
警報音が鳴っている間は、以
下の内容を必ず守ってくだ
さい。
爆発の恐れがあります。

マッチやライターなど、
火気を使わない。

換気扇、電灯、蛍光灯な
ど、電気製品のスイッ
チを入・切しない。

禁　止

電源プラグを抜かない。

禁　止

❷

❶

❸

❷❶

処置をしても、警報音が鳴りやまないときは
販売店へ連絡してください。
お ね が い

たびたび警報音が鳴るときは、ガス機器の点
検を受けてください。

販売店へ
連絡する。

警報音が鳴った原因について


